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優
し
さ
や
豊
か
さ
に
あ
ふ
れ
た

地
域
づ
く
り
が
進
行
中
で
す
。

人
や
物
が
行
き
交
う
拠
点
に
。

九
州
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
へ
の

広
域
交
通
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
ま
す
。

九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通

（
七
月
二
十
七
日
）
を
は
じ
め
、
熊
本

を
取
り
巻
く
交
通
網
は
着
実
に
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
九
州
の
「
縦
の
軸
」
が
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
「
大
分
～
阿
蘇
～
熊
本
」

「
熊
本
環
状
」
「
熊
本
～
本
渡
」
の
三
つ

の
ル
ー
ト
が
、
昨
年
十
二
月
、
国
か
ら

計
画
路
線
の
指
定
を
受
け
、
今
後
は
九

州
の
「
横
の
軸
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
も
、
八
代

～
西
鹿
児
島
問
に
続
い
て
、
未
着
工
区

間
の
博
多
～
八
代
間
で
も
五
月
三
十
一

日
に
「
九
州
新
幹
線
熊
本
駅
整
備
調
整

事
業
」
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、
全

線
整
備
に
向
け
て
ま
た
一
歩
前
進
し
ま

し
た
。
全
線
が
開
通
す
れ
ば
、
熊
本

～
博
多
間
が
次
世
代
型
新
幹
線
で
二
十

四
分
、
熊
本
か
ら
大
阪
ま
で
二
時
間
台
、

東
京
ま
で
で
も
四
時
間
台
と
、
人
々
の

行
動
範
囲
も
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
観
光
や
企
業
誘
致
に
も
か
な

り
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
新
幹
線
。

そ
の
レ
ー
ル
が
一
本
に
つ
な
が
り
全
国

を
縦
断
す
る
瞬
間
は
、
確
実
に
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
三
月
に
開
港
し
た
熊
本
港

で
は
、
開
港
後
も
施
設
の
充
実
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
地
域
輸
入
促

進
計
画
（
熊
本
F
A
Z
）
の
海
の
玄
関

口
と
し
て
も
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
熊
本
空
港
は
、
こ
の
秋
、
I
L

S
（
計
器
着
陸
装
置
）
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ

が
国
内
で
初
め
て
導
入
さ
れ
、
霧
の
影
響

に
よ
る
欠
航
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

今
後
も
、
県
で
は
、
国
内
外
と
を
結

ぶ
交
通
網
の
形
成
と
、
空
港
、
港
湾
の

拠
点
機
能
の
充
実
を
図
り
、
そ
れ
ら
の

各
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
な

ど
、
相
互
の
利
便
性
を
図
り
な
が
ら
、

総
合
的
な
交
通
体
系
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

だ
れ
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
ろ
う
。
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
民
だ
れ
も
が
共
に
安
心
し
て
生
活

し
て
い
け
る
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
一
。
全
国
よ
り
十
年
早
く
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
熊
本
県
で
は
、
「
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
正
式
名
称
‥
熊

本
県
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
自
立
と
社

会
的
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る

条
例
）
」
を
定
め
〝
高
齢
者
や
障
害
者
、

ひ
い
て
は
県
民
だ
れ
も
が
共
に
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
〟
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
お
年
寄
り
や
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
妨
げ
る
様
々

な
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
、
県
、
市

町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
が
取
り
組
む

べ
き
事
柄
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

①
県
民
及
び
事
業
者
の
意
識
づ
く
り

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
の

方
々
に
対
す
る
理
解
不
足
な
ど
か
ら

「
特
別
な
目
で
見
て
し
ま
う
」
と
い
う

意
識
上
の
障
壁
を
取
り
除
こ
う
と
い
う

も
の
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
を
使
っ
た

広
報
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
あ

る
い
は
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
福
祉
に

関
す
る
学
習
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
民
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

②
社
会
環
境
の
整
備

こ
れ
は
、
雇
用
や
教
育
な
ど
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い

社
会
制
度
に
お
け
る
障
壁
を
取
り
除
こ

う
と
い
う
も
の
。
ま
た
高
齢
者
・
障
害

者
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
り
、
情
報
や
防
犯
等

に
お
け
る
障
壁
も
取
り
除
い
て
い
き
ま

す
。

③
生
活
環
境
の
整
備

こ
れ
は
、
公
共
性
の
高
い
建
物
や
道

路
の
段
差
な
ど
物
理
的
な
障
壁
を
取
り

除
こ
う
と
い
う
も
の
。
主
な
例
が
ス

ロ
ー
プ
や
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
。

県
立
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
、
県
が
先

駆
け
て
施
策
を
進
め
て
い
る
分
野
で
す
。

こ
の
条
例
は
今
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
③
「
生
活
環
境
の
整

備
」
に
つ
い
て
は
十
月
一
日
に
施
行
と

な
り
ま
す
。

だ
れ
も
が
や
が
て
高
齢
者
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
事
故
等
に
よ
り
障
害
を
持

つ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
は
一
部
の

特
別
な
人
の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
。

中
小
企
業
大
学
校

人
吉
校
が
開
校
し
ま
す
。

中
小
企
業
大
学
校
は
、
中
小
企
業
の
人
材

育
成
を
目
的
に
、
国
（
中
小
企
業
事
業
団
）

が
設
置
す
る
人
材
養
成
機
関
で
あ
り
、
人
吉

校
は
南
九
州
地
域
の
研
修
拠
点
と
し
て
、
十

月
四
日
に
開
校
し
ま
す
。

人
吉
校
は
、
人
吉
イ
ン
タ
ー
近
く
の
高
台

に
あ
り
、
研
修
室
、
宿
泊
室
、
温
泉
使
用
の

浴
室
等
が
完
備
。
経
営
者
や
管
理
者
等
を
対

象
に
、
経
営
・
技
術
戦
略
等
の
理
論
と
技
法

の
取
得
を
ね
ら
い
と
し
て
二
日
間
か
ら
五
日

間
の
短
期
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

県
で
は
職
員
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
南
九
州

四
県
で
協
議
会
を
設
立
し
活
用
促
進
を
図
る

な
ど
、
企
業
発
展
の
鍵
と
な
る
〝
ひ
と
づ
く

り
″
を
支
援
し
ま
す
。

ゆ
と
り
、
よ
る
こ
び
、
う
る
お
い
を
高
め
る
。

2
1
世
紀
に
向
け
て
の
農
林
水
産
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産
業
と
し
て
の
高
度
化

を
図
る
こ
と
。
そ
し
て
、

優
れ
た
経
営
感
覚
や
技
術

を
持
っ
た
自
立
経
営
体
や

生
産
組
織
を
育
成
、
確
保

し
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の

就
労
条
件
の
改
善
を
図
る

こ
と
。
農
林
水
産
業
が
持

つ
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

県
で
は
、
機
械
化
や
技
術

の
開
発
・
向
上
の
促
進
を

図
り
、
併
せ
て
就
業
環
境
や
労
働
環
境

の
改
善
や
、
休
日
の
確
保
な
ど
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
後
継
者
を
は

じ
め
と
し
た
新
規
就
業
者
の
確
保
や
女

性
の
経
営
参
加
の
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

経
済
、
教
育
、
文
化
の
中
心
。

九
州
の
拠
点
と
し
て

熊
本
都
市
圏
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

熊
本
市
を
中
心
と
し
た
熊
本
広
域
都

市
圏
は
、
九
州
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

熊
本
県
勢
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
け

ん
引
役
と
し
て
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
七
月
、
民
間
、
学
識
経
験
者
と

行
政
、
議
会
の
代
表
で
「
熊
本
広
域
都

市
圏
創
造
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

創
造
会
議
で
は
、
ま
ず
四
つ
の
エ
リ
ア

（
熊
本
駅
周
辺
、
中
心
市
街
地
、
西
・

南
部
、
東
・
北
部
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
部
会
を
設
け
、
今
年
三
月
ま
で
に
、

行
政
、
民
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
七
年
度
は
、
交
通
関

係
を
含
め
た
最
終
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
中
で
「
将
来
的
な
課
題
」
と
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
、

そ
の
方
向
性
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

盛
り
込
ま
れ
た
事
柄
の
中
で
、
よ
り
具

体
的
な
調
整
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
と

と
も
に
、
都
市
圏
整
備
の
必
要
性
を
住

民
の
方
々
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
行
い
ま
す
。

県庁へお越しの皆様へ

（公共交通機関利用のお願い）

熊本県では、現在、新庁舎や駐車場を

建設しております。そのため、駐車場

や構内道路が大変混雑し、御来庁の

皆様に御迷惑をおかけしております。

改良事業で敷設した誘導ブロック（健康センター）

（
概
ね
の
圏
域
‥
能
本
市
、
植
木
町
、
大
津
町
、

菊
陽
町
、
合
志
町
、
泗
水
町
、
西
合
志
町
、

西
原
村
、
御
船
町
、
嘉
島
町
、
益
城
町
、
甲

佐
町
）

わたしたちの暮らしは地球の、そして地域の環境につながっています。

⑥できるだけリサイクルする

この6つのポイントを頭に入れて、わたしたち一

人ひとりで環境に配慮して行動しましょう。

③ものを長く使う工夫をする

④無駄なく使う工夫をする

⑤捨てる量を減らす

①必要以外のものを買わない

②できるだけ環境に良いもの

を選んで使う

県庁に御来庁の節には、混雑緩和のた

めに、できるだけ公共交通機関を御利

用いただきますように御協力の程お願

いします。　　熊本県総務部管財課

県立劇場に設置した車いす用観客席

こころコンサート（H5．4．25）

菊陽町で開催された車いすロードレース（H6．9．10）整備が進む大規模林道

自動給餌システムなどを備えた沖合養殖パイロットファーム
（八代海）

熊本駅付近

情報ひろば 守ろう
ふるさとの自然

環境を守る行動のポイント

熊本港

熊本空港

九州縦貫自動車道「人吉～えびの」開通式

建設が進む南九州西回り自動車道


